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要 旨
2007年 CDCから公表されたガイドラインにおいて「院内感染」という用語は「医療関連感染」
へと変更された．その背景には，在宅やケア施設での感染管理の重要性が増したことが挙げられる．
また，同年改正された医療法では院内感染制御体制は整備されたが，在宅領域での整備は行われな
かった．そこで，本研究では，在宅領域における感染管理に関する研究の動向について看護系国内
文献での検討を行い，今後の課題について明らかにすることとした．2007年～2014年の期間で医
学中央雑誌と CiNiiを用いて，「在宅」と「感染管理」「感染予防」「感染制御」「感染対策」のそれ
ぞれの組み合わせでキーワード検索を行い，さらに「在宅」と「感染予防管理」の組み合わせでシ
ソーラスによる主題検索を行った．抽出された文献から，総説，解説，会議録を除く論文 33件を
対象とし，掲載年次・掲載数，研究対象，データ収集方法，研究分類，研究内容を検討した．論文
件数は 1年あたり 1～8件で 2009年が 8件（24.2％）と最も多く，研究対象は「療養者」27.7％，デー
タ収集方法は「質問紙調査」48.6％，研究分類は「観察研究」75.8％であった．研究内容は「感染
管理の基礎的技術」，「医療処置における感染管理」「組織的に行う感染管理」が多い傾向であった．
今後はこれらの研究の蓄積と対象者数を増やしていくことが必要と考えられた．

Key words：在宅，感染管理，文献検討

は じ め に
感染症に関する研究の動向をみると，多くの手指衛生
に関する研究１），手指衛生の実施率２）について報告され
ている．また，介護保険施設や ICU等で人工呼吸器装
着中の患者の肺炎予防のための口腔ケアや化学療法を受
ける患者の感染予防法についての研究も多く，対象者は
65歳以上の高齢者が大多数を占めている３～５）．この影響
として考えられるのは，2007年に米国疾病予防管理セ
ンター（Centers for Disease Control and Prevention：
以下 CDC）から公表されたガイドラインにおいて「noso-

comial infection（院内感染）」という用語から「healthcare-
associated infection：HAI（医療関連感染）」へ変更さ
れ，この概念に拡大した背景には，高齢者などの免疫低
下者の増加，侵襲的医療の発達，在宅医療や長期ケア施
設での感染管理の重要性が増したことがある６）．
日本の感染対策は，CDCが，「病院における隔離予防
策のためのガイドライン，1996年」において「標準予
防策を基本にした新しい感染対策」を公開して以降，そ
の影響を受けてきた．CDCにて「隔離予防策のための
ガイドライン：医療現場における感染性微生物の伝播の
予防，2007年」の変更以降，日本においても「病院感
染」にかわり，「医療関連感染」という用語が広く使用
されるようになっている７）．さらに，感染症領域におい
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ては治療から予防へ変革８），感染制御から感染予防へと
焦点がシフトしている９）．2007年に医療法の改正を施行
し，病院，有床診療所，歯科診療所，助産所のすべての
医療機関は「院内感染対策のための指針」を策定するこ
とが義務となり法的遵守事項として位置付けられた７）．
医療機関以外については，高齢者介護施設における感染
対策マニュアルが 2013年に公表されている１０）．次いで，
2014年 7月には「地域における医療及び介護の総合的
な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法律
（通称：医療介護総合確保推進法）が成立し，医療機関
においては，医療機能の分化が進み，病院中心の医療か
ら在宅医療，地域包括ケアシステムの推進に向けて舵が
切られたことになる７）．しかし，在宅における感染症の
現状や感染症対策の指標については，極めて情報が少な
い１０）．今後，75歳以上の高齢者数の急速な増加が予測さ
れる 2025年の高齢社会問題を踏まえると，在宅におけ
る感染管理は重要な課題であり，看護としても取り組む
べきテーマのひとつであると考える．
このような状況を踏まえ，在宅領域における看護職者
が行う感染管理に関する研究の動向を把握する必要があ
ると考えた．これまでの文献検討の報告は，川村１１）が，
1985年から 1994年までを対象にMRSA，一般細菌を
中心にした在宅感染予防について，在宅看護に関する文
献から論じている．その結果，筋神経系疾患（難病）患
者を対象とする訪問看護分野からの報告が中心であり，
次第に他の訪問看護分野にも研究が及び，感染予防に対
する研究が始まった変遷や細菌学的調査研究法の必要性
を指摘している．次いで，前田・滝内・小松１２）が，在宅
が医療提供の場として認められた第 2次医療法改正の
1992年から 2006年までを対象に，在宅ケアの特性を踏
まえた感染管理の確立を目指す上で必要とされる研究論
文について検討しており，研究対象は「療養者」，デー
タ収集方法は「細菌学的検討」，研究内容では「記述的
研究」が 66.7%と多く，分析的研究の充実が求められて
いた．研究内容は感染管理全般に関することが取り上げ
られていた．
そこで本研究は，1）在宅領域における感染管理に関
する研究の動向を 2007年から 2014年までを対象に，看
護系国内文献での検討を行い，2）在宅における感染管
理の今後の課題を明らかにすることを目的に文献検討を
行った．なお，本研究を 2007年から 2014年までを対象
とした根拠は以下である．2007年が CDCのガイドライ
ンの変更年であることと，先行研究において在宅領域に
おける感染管理に関する文献検討の報告が 2006年まで
であったことから，2007年以降を対象とした．また，感
染に専門的に対応する看護職には，感染管理認定看護師
（Certified Nurse in Infection Control：以下 CNIC）が
おり，2014年の教育基準カリキュラムの改正があった

ことと，2014年の「医療介護総合確保推進法」により
病院中心から在宅中心へ医療がシフトしたことから，看
護師が取り組む研究にも違いが生じる可能性を考え，
2014年までを対象とすることとした．本研究は，在宅
領域における看護職の実践活動に活用できるものであり，
看護に貢献できると考え意義がある．

方 法
1．対象文献
1）文献検索方法
（1）第 1段階
2007年～2014年の期間でオンラインのデータベース
医学中央雑誌Web Ver.5，国立情報学研究所論文ナビ
ゲータ（CiNii）を用いて，「在宅」and「感染管理」，「在
宅」and「感染予防」，「在宅」and「感染制御」，「在宅」
and「感染対策」の組み合わせでキーワード検索を行っ
た．これは，前田・滝内・小松（前出）による『在宅ケ
アの感染管理に関する研究の動向と今後の課題―1992
年～2006年の国内文献から―』の「文献収集方法」１２）に
て用いられたフリーキーワード「在宅」と「感染管理」，
「在宅」と「感染予防」，「在宅」と「感染制御」，「在宅」
と「感染対策」の組み合わせを選択した．また，文献検
索方法において，学術学会誌と商業誌の文献を検索し，
商業誌では査読を経た論文を対象とした．次に，対象文
献の「選択基準」を①看護に関する内容が記述されたも
の，②在宅領域における感染管理がテーマのもの，③論
文種類は総説，解説，会議録を除いた文献とした．③の
判断基準として，レビューを行うために必要な，研究方
法や結果の詳細な記述がされていないことから，「総説」，
「解説」，「会議録」は除外した．
（2）第 2段階
抽出もれを防ぐために，「在宅」and「感染予防管理」
の組み合わせでシソーラスによる主題検索を行った．抽
出された文献から，看護に関する研究内容を，最終的に
総説，解説，会議録を除く論文 33件を対象文献とした．
2．分析方法
掲載年次と掲載数は，1年毎に件数を集計した．研究
対象とデータ収集方法は類似した内容毎に分類し，それ
ぞれの件数を集計した．研究の手法は「観察的研究」と
「実験的研究」に，さらに前者を「分析的研究」と「記
述的研究」に分類し集計した．研究内容は，前田・滝内・
小松による「研究内容」１２）を引用し大中小項目に分類し
集計を行った．
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図 1　文献検索方法と結果

結 果
1．対象文献
1）文献検索結果（図 1参照）
（1）第 1段階
「在宅」and「感染管理」，「在宅」and「感染予防」，「在
宅」and「感染制御」，「在宅」and「感染対策」の組み
合わせでキーワード検索を行った結果，「在宅」and「感
染管理」が 14件，「在宅」and「感染予防」が 44件，「在
宅」and「感染制御」が 30件，「在宅」and「感染対策」
が 11件，合計 99件であった．重複文献の確認を行うと
同一文献が 34件あり，対象文献は 65件であった．それ
らの題目や要旨を含む書誌事項を確認し，看護研究以外
25件を除いた．その内訳は，医師・治療に関する研究 12
件，薬剤師 2件，歯科衛生士 1件，重症心身障碍児（者）
入所施設 1件，保育園 1件，消毒装置の作成等医療機器
4件，看護学生対象 4件であった．次に，収集した 40
件を精読し，本研究のテーマに該当しない 12件を除外
した．その内訳は，入院患児対象 3件，入院患者の人工
呼吸器離脱 1件，入院患者の在宅酸素療法導入 1件，呼
吸器リハビリテーションがテーマ 2件，行動変容がテー
マ 1件，消毒剤の検討 1件，HIVに関する文献 1件，掲
載年次「2006年」の文献 1件，「2016年」の文献 1件で

あった．以上の結果より 28件を分析対象文献とした．
（2）第 2段階
「在宅」and「感染予防管理」の組み合わせでシソー
ラスによる主題検索を行い文献の重なりを確認した結果，
第 1段階の分析対象 28件を除く 5件が該当し，文献を
収集した．それらの内容を確認し，5件を分析対象文献
とした．
第 1段階と第 2段階を合わせて最終的に 33件を分析
対象文献とした．その概要を表 1に示した．
2．掲載年次・掲載数（表 2参照）
2007年～2014年に掲載された論文件数は 1年あたり
1～8件で，「2009年」が最も多く 8件（24.2％），次い
で「2010年」が 6件（18.2％），「2008年」が 5件（15.2％）
となっており，2007年～2010年にかけては増加傾向で
あった．2011年以降の論文件数は，「2007年」3件を起
点に 100%とすれば，「2011年」2件（66％），「2012年」
4件（133％），「2013年」1件（33％），「2014年」4件
（133%）となっており，2007年と比較して 2013年は減
少，後は横ばいという結果であった．
3．研究対象（表 3参照）
「療養者」が最も多く 13件（27.7％），次いで「医療・
衛生材料」が 8件（17.0％），「訪問看護師」と「家族（介
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ボト
ル
の
接
続

部
内
に
認
め
た
．
接
続
部
内
腔
を
充
分

に
洗
浄
・
乾
燥
す
る
こ
とを
助
言
す
る
必

要
が
あ
る
．
C
法
が
介
護
者
の
時
間
や

労
力
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
，
簡
単
な

方
法
と
い
え
る
．

在
宅
療
養
環
境
で
実
際
に
使
用
し
た

注
入
ル
ート
を
用
い
て
検
証
し
，患
者
が

安
全
に
，介
護
者
に
と
っ
て
経
済
的
に

負
担
な
く
継
続
で
き
る
方
法
を
提
言
し

て
い
く
必
要
．

④
原
著
田
嶋
ひ
ろ
み
25
）

（
20
08
）

長
期
気
管
カ
ニ
ュ
ー

ラ
挿
入
在
宅
療
養

者
の
呼
吸
器
感
染

を
予
防
で
き
た
要
因

―
家
族
介
護
者
の

介
護
行
動
と
そ
れ

に
影
響
及
ぼ
し
た

因
子
―

第
39
回
　
地

域
看
護

20
08
年

30
-3
2

家
族
介
護
者
の
長
期
気
管

カ
ニ
ュ
ー
ラ
挿
入
在
宅
療
養

者
の
呼
吸
器
感
染
を
予
防

で
き
た
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
．橋
出
血
で
意
識
障
害
が
あ

る
療
養
者
を
自
宅
で
介
護

し
て
い
る
家
族
介
護
者
1

例

面
接
/記
述
的
研
究

経
管
栄
養
や
痰
の
吸
引
な
ど

の
ケ
ア
を
行
う
時
間
に
訪
問

し
，観
察
に
よ
る
デ
ー
タ
収
集
/

観
察
的
研
究

デ
ー
タ
分
析
結
果
，【
口
腔
・
咽
頭
内

細
菌
の
定
着
予
防
】【
口
腔
・
咽
頭
内

分
泌
物
の
気
道
内
流
入
・
誤
嚥
の
予

防
】【
免
疫
力
強
化
】【
外
因
性
感
染

予
防
】の
介
護
行
動
が
適
切
に
行
わ
れ

て
い
た
．介
護
行
動
を
支
え
て
い
た
の
は

療
養
者
へ
の
思
い
と
介
護
へ
の
自
信

及
び
意
欲
で
あ
っ
た
．

訪
問
看
護
な
ど
医
療
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー

ト
は
家
族
介
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
，

在
宅
介
護
の
継
続
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
．
研
究
対
象
を
広
げ
検

討
す
る
．

⑤
報
告
前
田
修
子
12
）

滝
内
隆
子

小
松
妙
子

（
20
08
）

在
宅
ケ
ア
の
感
染

管
理
に
関
す
る
研

究
の
動
向
と
今
後

の
課
題
―
19
92

～
20
06
年
の
国

内
文
献
―

日
本
環
境
感

染
学
会
誌

23
（
5）

35
0-
35
4

在
宅
ケ
ア
に
お
け
る
感
染

管
理
に
関
す
る
研
究
論
文

数
の
推
移
，研
究
内
容
や
方

法
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
，

在
宅
ケ
ア
の
特
性
を
ふ
ま
え

た
感
染
管
理
の
確
立
を
目

指
す
上
で
必
要
と
さ
れ
る
研

究
に
つ
い
て
解
析
す
る
．

19
92
～
20
06
年
の
15

年
間
に
学
術
誌
も
し
く
は

商
業
誌
に
掲
載
さ
れ
た
在

宅
ケ
ア
に
お
け
る
感
染
管

理
に
関
す
る
文
献
69
件

既
存
デ
ー
タ
/記
述
的
研
究

1.
掲
載
年
次
と
数

2.
記
述
的
研
究
と
分
析
的
研

究
に
分
類

3.
論
文
分
類

4.
研
究
対
象

5.
デ
ー
タ
収
集
方
法

6.
研
究
内
容

1.
1
年
あ
た
り
0
～
12
件

2.
記
述
的
研
究
が
66
.7
%

3.
実
験
的
研
究
が
56
.5
%

4.
対
象
は
療
養
者
が
39
.1
%

5.
細
菌
学
的
検
討
に
よ
る
デ
ー
タ
収
集

52
.2
%

6．
研
究
内
容
は
大
中
小
項
目
に
分
類

今
後
は「
記
述
的
研
究
」で
明
ら
か
に

な
っ
た
実
態
は「
分
析
的
研
究
」に
発

展
し
て
い
くこ
と
，
量
的
デ
ー
タ
に
合
わ

せ
て
，「
療
養
者
や
家
族
」を
対
象
とし

た
面
接
や
観
察
に
よ
る
質
的
デ
ー
タ
の

蓄
積
が
必
要
．

在
宅
ケ
ア
で
実
施
さ
れ
て
い
る
様
々
な

医
療
処
置
に
つ
い
て
，
実
践
方
法
の

確
立
を
目
指
し
た
研
究
内
容
が
望
ま
れ

る
．
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文
献

番
号
種
類

著
者
　
文
末

文
献
番
号
）

（
発
行
年
）

論
文
題
目

掲
載
紙
 巻

（
号
）
頁

研
究
目
的

研
究
対
象

デ
ー
タ
収
集
/分
類

結
果
・
結
論

課
題

⑥
原
著
五
十
嵐
久
人
26
）

（
20
08
）

在
宅
療
養
者
を
介

護
す
る
介
護
者
の

日
常
生
活
援
助
に

お
け
る
感
染
対
策

行
動

山
梨
大
学
看

護
学
会
誌

6（
2）

25
-3
0

介
護
者
が
実
施
し
て
い
る
，

日
常
の
介
護
場
面
に
お
け

る
感
染
対
策
の
取
り
組
み

の
現
状
を
把
握
し
今
後
の

感
染
対
策
を
検
討
す
る
上

で
の
基
礎
資
料
と
す
る
．

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョン
を

利
用
し
て
い
る
療
養
者
の

主
介
護
者
15
3
名

質
問
紙
調
査
/記
述
的
研
究
・
お
む
つ
交
換
後
の
手
洗
い
の
実
施
率

が
高
く（
92
.6
%
），
帰
宅
時
の
手
洗
い

実
施
率
（
67
6.
3%
）
は
低
い
．

・
介
護
開
始
後
に
手
洗
い
の
指
導
を
受

け
て
い
な
い
介
護
者
が
多
く
，指
導
者
は

訪
問
看
護
師
，
病
棟
看
護
師
の
順
で

あ
っ
た
．

・
介
護
者
・
療
養
者
共
に
6
割
以
上
が

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て

い
た
．

手
洗
い
の
実
施
状
況
の
確
認
だ
け
で

なく
，効
果
的
な
手
洗
い
が
実
施
さ
れ
て

い
る
の
か
，手
洗
い
の
未
実
施
理
由
な

どを
把
握
し
，
効
果
的
な
指
導
方
法
の

検
討
が
必
要
で
あ
る
．

⑦
原
著
峯
川
美
弥
子
13
）

山
口
綾
子

美
ノ
谷
新
子

村
井
貞
子

（
20
08
）

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
お
け
る
感

染
予
防
対
策
の
全

国
調
査

日
本
環
境
感

染
学
会
誌

23
（
5）

34
3-
34
9

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

お
け
る
感
染
対
策
の
状
況
と

そ
れ
ら
と
利
用
者
の
感
染
症

と
の
関
連
を
報
告
す
る
．

20
04
年
は
東
京
都
内
の

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

13
4
事
業
所
の
管
理
者
，

20
05
年
は
東
京
都
を
除

く
全
国
の
52
3
事
業
所
の

管
理
者

質
問
紙
調
査
/記
述
的
研
究
感
染
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
保
有
は
東

京
都
/東
京
都
を
除
く
全
国
で
は

65
.7
/7
7.
1%
，
感
染
対
策
研
修
は

54
.5
%
/7
0.
9%
，
手
洗
い
の
指
導
は

74
.6
%
/7
2.
5%
で
あ
っ
た
．
訪
問
指

示
書
に
感
染
症
の
記
載
欄
が
な
い
の

は
両
者
50
%
強
で
あ
っ
た
．訪
問
看
護

師
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
を
勧
奨
．

看
護
職
の
み
な
ら
ず
，
関
連
す
る
職
種

間
の
組
織
的
な
感
染
予
防
に
関
す
る

情
報
の
連
携
と
，従
事
者
に
対
す
る
感

染
予
防
教
育
の
実
施
が
必
要
．2
00
7

年
医
療
法
に
お
い
て
，医
療
機
関
の
感

染
対
策
が
法
制
化
さ
れ
た
こ
と
に
準
じ

て
，在
宅
医
療
に
お
け
る
感
染
対
策
も

考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろう
．

⑧
報
告
前
田
修
子
20
）

滝
内
隆
子

小
松
妙
子

（
20
08
）

訪
問
看
護
師
を
対

象
と
し
た
「
手
洗

い
・
う
が
い
」
研
修

会
の
効
果
検
証

日
本
環
境
感

染
学
会
誌

23
（
1）

41
-4
7

訪
問
看
護
師
を
対
象
とし
た

感
染
管
理
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
作
成
，「
手
洗
い
・う
が

い
」
を
研
修
会
形
式
に
よ
り

開
催
し
，
効
果
検
証
を
行
っ

た
．

2
ヶ
所
の
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
訪
問
看
護

師
16
名

質
問
紙
調
査
/記
述
的
研
究

1.
事
前
質
問
紙
調
査
の
実

施 2.
研
修
会
の
開
催

3.
事
後
質
問
紙
調
査
の
実

施

事
後
修
得
状
況
は
，
全
17
項
目
に
お

い
て
研
修
会
前
よ
り
上
昇
し
て
い
た
．手

洗
い
必
要
物
品
の
選
択
・
準
備
・
持
参

に
関
す
る
項
目
は
低
い
傾
向
．

参
加
者
が
経
験
し
て
い
る
事
例
を
も
と

に
，ど
の
よう
な
必
要
物
品
を
選
択
・
持

参
・
準
備
す
る
の
が
よ
い
か
提
示
し
て

い
くな
ど
，
学
習
内
容
・
方
法
の
工
夫

が
必
要
．
訪
問
看
護
場
面
で
の
実
施

状
況
の
観
察
な
ど
の
客
観
的
評
価
を

取
り
入
れ
る
．

⑨
原
著
森
み
ず
え
27
）

千
田
好
子

光
畑
律
子

狩
山
玲
子

（
20
09
）

気
管
内
吸
引
を
必

要
と
す
る
長
期
在

宅
療
養
患
者
に
対

す
る
感
染
管
理
と

口
腔
ケ
ア
の
実
態

調
査

日
本
環
境
感

染
学
会
誌

24
（
1）

27
-3
5

気
管
内
吸
引
が
必
要
な
長

期
在
宅
療
養
患
者
に
対
す

る
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
お
よ
び

口
腔
ケ
ア
の
現
状
を
調
査
，

カ
テ
ー
テ
ル
洗
浄
液
・
浸
透

液
の
細
菌
汚
染
と
口
腔
内

細
菌
の
検
出
状
況
に
つ
い

て
細
菌
学
的
検
討
．さ
ら
に

肺
炎
予
防
の
観
点
か
ら
，カ

テ
ー
テ
ル
管
理
を
中
心
と
す

る
感
染
管
理
方
法
に
つ
い

て
考
究
．

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョン
3

施
設
と
療
育
セ
ン
タ
ー
1

施
設
の
利
用
者
で
，
気
管

内
吸
引
を
必
要
と
す
る
患

者
20
名
と
介
護
者
20
名

吸
引
カ
テ
ー
テ
ル
：
医
療
・

衛
生
材
料

細
菌
学
的
検
討
/実
験
的
研

究 1.
訪
問
に
よ
る
調
査

2.
カ
テ
ー
テ
ル
洗
浄
液
・
浸

透
液
の
採
取
お
よ
び
検
出
細

菌
の
菌
種
同
定
と
生
菌
数
測

定 3.
口
腔
内
の
観
察
，
検
体
採

取
お
よ
び
菌
種
同
定
と
生
菌

数
測
定

吸
引
カ
テ
ー
テ
ル
洗
浄
液
・
浸
透
液
か

ら
は
グ
ラ
ム
陰
性
桿
菌
の
検
出
が
多
く
，

汚
染
度
が
高
か
っ
た
．一
方
，歯
垢
か
ら

も
高
頻
度
に
検
出
さ
れ
，
同
一
患
者
の

洗
浄
液
・
浸
透
液
か
ら
も
検
出
さ
れ
て

い
る
．洗
浄
液
と
浸
透
液
を
兼
用
し
た
り
，

浸
透
液
に
消
毒
薬
を
添
加
し
な
か
っ
た

り
な
ど
，
知
識
や
実
践
が
伴
わ
な
い
こ
と

も
あ
っ
た
．

在
宅
訪
問
看
護
に
お
け
る
口
腔
ケ
ア
と

し
て
，
安
全
で
よ
り
除
菌
効
果
の
高
い

清
掃
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
，そ
の
有

用
性
を
検
証
す
る
．

⑩
原
著
村
井
貞
子
28
）

山
口
綾
子

峯
川
美
弥
子

美
ノ
谷
新
子

（
20
09
）

訪
問
介
護
と
訪
問

入
浴
介
護
に
お
け

る
感
染
症
と
感
染

予
防
の
全
国
調
査

日
本
赤
十
字

秋
田
看
護
大

学
・
日
本
赤
十

字
秋
田
短
期

大
学
紀
要

14 1-
7

訪
問
介
護
お
よ
び
訪
問
入

浴
介
護
事
業
所
利
用
者
の

感
染
症
の
状
況
と
事
業
所

で
行
わ
れ
て
い
る
感
染
予
防

対
策
に
つ
い
て
全
国
的
な

状
況
を
把
握
す
る
．

訪
問
介
護
事
業
所
33
4，

お
よ
び
訪
問
入
浴
介
護
事

業
所
12
08

質
問
紙
調
査
/記
述
的
研
究

1.
事
前
質
問
紙
調
査
の
実

施 2.
研
修
会
の
開
催

3.
事
後
質
問
紙
調
査
の
実

施

訪
問
入
浴
事
業
所
の
60
.5
%
が
感
染

症
と
診
断
さ
れ
た
利
用
者
を
受
け
持
ち
，

褥
瘡
，膀
胱
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
装
着（
各

70
%
以
上
）し
て
い
る
．感
染
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
両
事
業
所
とも
に
多
く
保
有

し
て
い
た
が
，
30
%
は
職
員
に
対
す
る

感
染
対
策
研
修
を
実
施
し
て
い
な
い
．

在
宅
訪
問
事
業
に
関
わ
る
事
業
所
の

規
模
が
小
さく
，
現
場
で
感
染
予
防
教

育
を
組
織
的
に
行
う
に
は
困
難
が
伴

う
．訪
問
事
業
に
係
る
人
材
の
基
礎
教

育
の
充
実
を
行
う
．

表
1　
文
献
一
覧
（
続
き
）
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文
献

番
号
種
類

著
者
　
文
末

文
献
番
号
）

（
発
行
年
）

論
文
題
目

掲
載
紙
 巻

（
号
）
頁

研
究
目
的

研
究
対
象

デ
ー
タ
収
集
/分
類

結
果
・
結
論

課
題

⑪
実
践
報
告
前
田
修
子
29
）

滝
内
隆
子

小
松
妙
子

（
20
09
）

訪
問
看
護
師
を
対

象
とし
た
感
染
管
理

の
連
携
・
指
導
に

関
す
る
研
修
会
の

評
価

日
本
在
宅
ケ

ア
学
会
誌

13
（
2）

85
-9
2

全
12
回
か
ら
成
る
「
訪
問

看
護
師
師
を
対
象
とし
た
感

染
管
理
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
第
4
回
『
感
染
管
理
に

関
す
る
関
係
機
関
・
職
種
と

の
連
携
・
指
導
』と
第
5
回

『
感
染
管
理
に
関
す
る
療
養

者
・
家
族
へ
の
指
導
』
研

修
会
を
開
催
し
，
評
価
し
た
．2
ヶ
所
の
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
訪
問
看
護

師
18
名

質
問
紙
調
査
/記
述
的
研
究

1.
事
前
質
問
紙
調
査
の
実

施 2.
研
修
会
の
開
催

3.
事
後
質
問
紙
調
査
の
実

施

第
4
回
は
全
18
項
目
の
修
得
度
が
事

前
3.
0
点
か
ら
事
後
3.
8
点
に
，
第
5

回
で
は
全
17
項
目
の
修
得
度
が
，
事

前
2.
9
点
か
ら
事
後
4.
0
点
に
上
昇
し

た
．両
研
修
会
は
連
携
や
指
導
に
関
す

る
知
識
・
技
術
を
向
上
さ
せ
る
上
で
効

果
的
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
．

第
4
回
で
は
訪
問
看
護
師
自
身
が
他

職
種
に
積
極
的
に
連
携
を
図
る
知

識
・
技
術
，
第
5
回
で
は
精
神
運
動

領
域
に
お
け
る
学
習
項
目
の
修
得
度

が
低
く
，
学
習
目
標
や
評
価
方
法
を
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
．

⑫
報
告
前
田
修
子
30
）

滝
内
隆
子

小
松
妙
子

（
20
09
）

訪
問
看
護
師
を
対

象
とし
た
「
膀
胱
留

置
カ
テ
ー
テ
ル
挿

入
・
管
理
」
感
染

管
理
研
修
会
効
果

検
証

日
本
環
境
感

染
学
会
誌

24
（
6）

41
7-
42
4

訪
問
看
護
師
を
対
象
とし
た

感
染
管
理
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
全
12
回
の
うち
，第
8
回

『
膀
胱
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
挿

入
・
管
理
』研
修
会
を
開
催

し
，
参
加
者
の
学
習
効
果
を

検
証
し
た
．

2
ヶ
所
の
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
訪
問
看
護
師

20
名

質
問
紙
調
査
/記
述
的
研
究

1.
事
前
質
問
紙
調
査
の
実

施 2.
研
修
会
の
開
催

3.
事
後
質
問
紙
調
査
の
実

施

27
項
目
の
修
得
度
は
，
事
前
修
得
度

3.
6
点
か
ら
事
後
修
得
度
4.
6
点
に
上

昇
し
た
．項
目
別
で
は
全
項
目
の
修
得
度

が
上
昇
し
，【
必
要
物
品
の
列
挙
】
以

外
の
26
項
目
で
統
計
学
的
有
意
差
が

み
ら
れ
た
．研
修
会
は
膀
胱
留
置
カ
テ
ー

テ
ル
挿
入
・
管
理
に
関
す
る
感
染
管
理

の
知
識
・
技
術
を
向
上
さ
せ
る
上
で
効

果
的
で
あ
っ
た
と
考
えら
れ
た
．

修
得
状
況
が
あ
ま
り
上
昇
し
な
か
っ
た

項
目
は
今
後
，
教
育
方
法
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
．

⑬
比
較
研
究
滝
内
隆
子
31
）

前
田
修
子

小
松
妙
子

（
20
09
）

訪
問
看
護
師
を
対

象
とし
た
「
感
染
対

策
に
関
す
る
基
礎

的
知
識
」
研
修
会

の
効
果
検
証
―
研

修
前
後
の
修
得
状

況
を
通
し
て
―

IN
FE
C
TI
O
N
 

C
O
N
TR
O
L

18
（
12
）

13
12
-1
32
1

「
感
染
対
策
に
関
す
る
基
礎

的
知
識
」に
関
す
る
研
修
会

を
開
催
し
，
研
修
前
後
の
修

得
状
況
か
ら
研
修
会
の
効

果
を
明
ら
か
に
す
る
．

研
修
会
に
参
加
し
た
2
ヶ

所
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
勤
務
す
る
訪
問

看
護
師
11
名

質
問
紙
調
査
/記
述
的
研
究

1.
事
前
質
問
紙
調
査
の
実

施 2.
研
修
会
の
開
催

3.
事
後
質
問
紙
調
査
の
実

施

4
種
類
計
16
項
目
の
5
段
階
自
己
評

価
点
が
研
修
会
後
平
均
点
の
上
昇
．

14
項
目
に
有
意
な
得
点
の
上
昇
が
み

ら
れ
た
．

デ
ー
タ
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
デ
ー

タ
の
信
頼
性
・
妥
当
性
を
高
め
て
い
く

こ
と
，
修
得
度
の
定
着
状
況
を
継
続
し

て
調
査
し
な
が
ら
研
修
会
の
効
果
を
検

証
し
て
い
く
．

⑭
原
著
吉
川
幸
子
32
）

大
井
登
美
子

中
野
貴
美
子

二
藤
紀
子

蔦
澤
朋
未

石
黒
浩
史

安
藤
孝

そ
の
他

（
20
09
）

在
宅
M
D
RP
保
菌

療
養
者
の
感
染
防

止
対
策
―
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
の
試
み

―

癌
と
化
学
療

法 36
（
1）

13
8-
14
0

M
D
RP
保
菌
療
養
者
の
在

宅
ケ
ア
に
か
か
わ
り
，
療
養

者
，介
護
者
，ケ
ア
提
供
者

共
通
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
必
要

性
を
感
じ
作
成
を
試
み
た
の

で
，そ
の
経
過
と
意
義
に
つ

い
て
事
例
を
と
お
し
て
報
告

す
る
．

患
者
・
家
族
1
例

事
例
研
究
（
既
存
デ
ー
タ
）/

記
述
的
研
究

在
宅
で
実
践
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

（
尿
，
便
，
痰
，
吐
物
で
床
を
汚
染
し
た

時
の
掃
除
等
）．
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所

の
不
安
が
軽
減
さ
れ
，ケ
ア
に
つ
い
て
も

前
向
き
な
意
見
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
．

在
宅
療
養
に
拒
否
的
で
あ
っ
た
妻
も
介

護
意
欲
が
高
くな
っ
た
．

今
後
も
院
内
や
地
域
と
連
携
，
協
力
し

な
が
ら
，在
宅
で
実
践
で
き
る
エ
ビ
デ
ン

ス
の
あ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
に
努
力
し
，

在
宅
ケ
ア
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い

く
．

表
1　
文
献
一
覧
（
続
き
）
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文
献

番
号
種
類

著
者
　
文
末

文
献
番
号
）

（
発
行
年
）

論
文
題
目

掲
載
紙
 巻

（
号
）
頁

研
究
目
的

研
究
対
象

デ
ー
タ
収
集
/分
類

結
果
・
結
論

課
題

⑮
短
報
鵜
飼
浩
子
33
）

小
林
寛
伊

大
久
保
憲

比
江
島
欣
慎

（
20
09
）

在
宅
血
液
透
析
患

者
の
透
析
環
境
に

つ
い
て

医
療
関
連
感

染 2（
2）

81
-8
5

在
宅
で
は
，
透
析
室
を
作
る

こ
と
は
難
し
い
現
状
に
あ
り
，

在
宅
透
析
を
行
う
環
境
に
つ

い
て
実
態
調
査
し
た

在
宅
透
析
患
者
18
例

透
析
部
屋
の
環
境

：
在
宅
環
境
・
生
活
物
品

観
察
/観
察
的
研
究

1.
透
析
部
屋
環
境
調
査

2.
透
析
装
置
や
物
品
の
管
理

3.
血
管
穿
刺
場
面
の
手
技

4.
そ
の
他
：
プ
ラ
イミ
ン
グ
，透

析
後
の
ス
キ
ン
ケ
ア
等

1.
清
掃
状
況
は
差
が
あ
っ
た
．

2.
臨
床
工
学
士
，メ
ー
カ
ー
の
協
同
に

よ
り
病
院
と
同
じ
保
守
管
理
が
で
き
て
い

た
．物
品
は
引
き
出
し
を
利
用
し
てし
て
い

た
．
3.
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
穿
刺
が
で
き

て
い
た
．

4.
.基
本
的
対
策
が
遵
守
さ
れ
て
い
れ

ば
，多
少
の
環
境
不
備
が
あ
っ
て
も
，必

ず
し
も
在
宅
血
液
透
析
に
お
け
る
感
染

症
発
症
の
危
険
因
子
と
は
な
っ
て
い
な

い
．

多
く
の
症
例
を
調
査
し
て
，
危
険
因
子

を
追
及
し
，在
宅
透
析
の
安
全
性
を
高

め
て
い
く
．

⑯
原
著
小
長
谷
百
恵
34
）

岡
田
忍

西
尾
淳
子

（
20
09
）

在
宅
人
工
呼
吸
器

使
用
中
の
療
養
者

の
気
管
内
吸
引
カ

テ
ー
テ
ル
の
管
理

方
法
に
つ
い
て
―

細
菌
学
的
な
デ
ー

タ
に
基
づ
く
研
究
―

日
本
難
病
看

護
学
会
誌

13
（
3）

21
9-
22
9

在
宅
で
人
工
呼
吸
器
を
装

着
し
て
い
る
療
養
者
の
呼

吸
器
回
路
や
気
管
内
吸
引

カ
テ
ー
テ
ル
を
中
心
に
そ
の

細
菌
学
的
な
汚
染
状
況
を

調
査
し
，そ
の
結
果
に
も
と
づ

い
て
気
管
内
吸
引
カ
テ
ー
テ

ル
の
管
理
方
法
を
検
討
し
，

感
染
に
関
し
て
安
全
な
在

宅
療
養
を
環
境
を
整
え
る
．

人
工
呼
吸
器
を
装
着
中
の

在
宅
療
養
者
と
家
族
9
名

吸
引
カ
テ
ー
テ
ル
：

医
療
・
衛
生
材
料

細
菌
学
的
検
討
/実
験
的
研

究 1）
細
菌
学
的
検
査

2）
療
養
環
境
調
査

3）
質
問
紙
調
査

（
介
護
者
対
象
）

4）
消
毒
薬
感
受
性
試
験

7
名
が
消
毒
薬
を
使
用
し
た
浸
透
法
，2

名
が
乾
燥
容
器
に
保
管
す
る
乾
燥
法
．

BA
G
,C
G
H
か
ら
菌
が
分
離
，

AE
G
,P
VP
-1
か
ら
細
菌
が
分
離
さ
れ

な
か
っ
た
．
乾
燥
法
か
らも
菌
が
検
出
．

検
出
さ
れ
た
原
因
とし
て
吸
引
後
の
通

水
に
よ
る
洗
浄
で
は
カ
テ
ー
テ
ル
内
の

喀
痰
が
十
分
に
除
去
さ
れ
な
い
．

吸
引
後
の
カ
テ
ー
ル
内
の
洗
浄
に
つ

い
て
洗
浄
時
間
や
圧
に
つ
い
て
検
討

す
る
必
要
．

⑰
原
著
吉
澤
紀
美
35
）

田
辺
文
憲

（
20
10
）

在
宅
患
者
の
再
利

用
す
る
気
管
内
吸

引
カ
テ
ー
テ
ル
の
細

菌
汚
染
の
実
態

山
梨
大
学
看

護
学
会
誌

8（
2）

7-
12

気
管
内
吸
引
を
必
要
と
す
る

在
宅
患
者
で
気
管
内
吸
引

カ
テ
ー
テ
ル
を
再
利
用
し
て

い
る
3
例
を
対
象
に
，カ
テ
ー

テ
ル
お
よ
び
洗
浄
水
に
つ
い

て
細
菌
汚
染
の
実
態
を
調

査
し
た
．

在
宅
患
者
（
人
工
呼
吸
器

装
着
の
AL
S）
と
気
管
内

吸
引
カ
テ
ー
テ
ル
を
再
利

用
し
て
い
る
介
護
者
3
例

使
用
し
た
吸
引
カ
テ
ー
テ

ル
：
医
療
・
衛
生
材
料

細
菌
学
的
検
討
/実
験
的
研

究 1.
聞
き
取
り
調
査

2.
検
体
の
採
取

3.
細
菌
の
検
出

3
例
と
も
カ
テ
ー
テ
ル
洗
浄
水
の
交
換

は
24
時
間
毎
，ど
の
介
護
者
も
吸
引

操
作
前
に
手
指
衛
生
は
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
．カ
テ
ー
テ
ル
使
用
・
洗
浄
水
で

は
24
時
間
後
に
細
菌
数
の
増
加
．

他
の
疾
患
で
人
工
呼
吸
器
を
装
着
し

て
い
な
い
在
宅
患
者
を
含
め
，患
者
数

を
増
や
し
，
検
討
を
重
ね
る
こ
と
が
必

要
．介
護
者
へ
の
手
指
衛
生
に
関
す
る

指
導
の
重
要
性
．

⑱
原
著
矢
野
章
水
18
）

西
留
美
子

熊
谷
直
子

（
20
10
）

在
宅
神
経
難
病
患

者
の
家
族
の
気
管

内
吸
引
に
関
す
る

退
院
指
導
の
認
識

と
実
際

共
立
女
子
短

期
大
学
看
護

学
紀
要

5 47
-5
5

在
宅
神
経
難
病
患
者
の
吸

引
カ
テ
ー
テ
ル
の
清
潔
管

理
に
つ
い
て
，家
族
は
退
院

指
導
を
ど
の
よう
に
認
識
し
，

実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法

で
実
施
し
て
い
る
の
か
を
調

査
し
，
今
後
の
検
討
課
題
を

明
ら
か
に
す
る
．

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

利
用
の
8
家
族

面
接
/記
述
的
研
究

内
容
分
析
の
結
果
，カ
テ
ー
テ
ル
の
清

潔
管
理
に
関
す
る
家
族
の
認
識
は【
吸

引
カ
テ
ー
テ
ル
の
洗
浄
・
消
毒
】【
吸
引

カ
テ
ー
テ
ル
交
換
の
目
安
】【
Y
ガ
ー
ゼ

の
安
全
な
取
り
扱
い
】
で
あ
っ
た
．

調
査
対
象
を
増
や
し
，調
査
結
果
を
蓄

積
し
て
い
く
．

表
1　
文
献
一
覧
（
続
き
）
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文
献

番
号
種
類

著
者
　
文
末

文
献
番
号
）

（
発
行
年
）

論
文
題
目

掲
載
紙
 巻

（
号
）
頁

研
究
目
的

研
究
対
象

デ
ー
タ
収
集
/分
類

結
果
・
結
論

課
題

⑲
資
料
五
十
嵐
久
人
21
）

（
20
10
）

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
お
け
る
感

染
管
理
対
策
の
現

状
と
課
題

山
梨
大
学
看

護
学
会
誌

8（
2）

39
-4
4

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

感
染
管
理
状
況
を
把
握
す

る
．

無
作
為
抽
出
に
よ
る
58
5

事
業
所
の
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョン
長

質
問
紙
調
査
/記
述
的
研
究
1 
感
染
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整
備
さ
れ

て
い
た
事
業
所
は
96
.8
%
で
，記
載
項

目
は
手
指
衛
生
に
関
す
る
も
の
が
最
も

多
く
，
感
染
性
廃
棄
物
の
取
扱
い
が
最

も
少
な
か
っ
た
．

2.
利
用
者
の
感
染
症
の
有
無
の
確
認

方
法
とし
て
「
訪
問
看
護
指
示
書
で
確

認
す
る
」
が
46
.3
%
．

3.
研
修
会
等
の
開
催
・
参
加
は

72
.8
%
で
あ
っ
た
．

医
療
機
関
や
他
の
事
業
所
と
の
協
力

体
制
も
含
め
た
対
策
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
．
感
染
症
の
有
無
に
つ
い
て
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョン
が
得
や
す
い
体

制
の
構
築
を
考
え
て
い
く
．マ
ニ
ュ
ア
ル

の
活
用
状
況
や
感
染
管
理
の
取
り
組

み
状
況
を
継
続
し
て
確
認
し
て
い
く
．

⑳
研
究
報
告
池
田
由
紀
36
）

（
20
10
）

慢
性
呼
吸
器
疾
患

患
者
の
呼
吸
器
感

染
予
防
の
認
識
に

つ
い
て
の
検
討

日
本
感
染
看

護
学
会
誌

6（
1）

27
-3
5

在
宅
で
療
養
す
る
慢
性
呼

吸
器
疾
患
患
者
の
呼
吸
器

感
染
予
防
に
関
す
る
認
識

を
検
討
し
，
感
染
予
防
の
セ

ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ント
教
育
へ

の
示
唆
を
得
る
．

慢
性
呼
吸
器
疾
患
を
持
ち

在
宅
で
療
養
し
て
い
る
サ

ポ
ート
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し

て
い
る
も
の
で
，
病
状
が
安

定
し
て
い
る
患
者
11
名

面
接
/記
述
的
研
究

「
感
染
予
防
とし
て
ど
の
よう
な
こ
と
に
気

を
つ
け
て
い
る
か
」
に
つ
い
て
サ
ブ
カ
テ

ゴ
リ
ー
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
抽
出
．
H
O
T5

名
，な
し
6
名
．
気
道
感
染
の
防
御
と

気
道
感
染
へ
の
早
期
対
処
と
い
っ
た
感

染
予
防
の
認
識
を
持
っ
て
い
た
．

慢
性
呼
吸
器
疾
患
患
者
の
看
護
に
お

い
て
，感
染
予
防
の
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メン

ト
教
育
に
活
用
で
き
る
．

㉑
原
著
久
留
清
美
37
）

丸
山
泰
世

松
浦
奈
緒

鵜
飼
由
香

山
田
文
子

宮
木
祐
輝

（
20
10
）

在
宅
に
於
け
る
代

用
膀
胱
洗
浄
器
具

の
煮
沸
消
毒
中
止

へ
の
検
討

日
本
看
護
学

会
論
文
集
　

地
域
看
護

40 32
-3
4

在
宅
で
の
代
用
膀
胱
の
膀

胱
洗
浄
器
具
を
煮
沸
消
毒

す
る
必
要
が
あ
る
の
か
，ま
た

水
道
水
で
ど
の
程
度
清
潔
と

な
る
の
か
を
検
証
し
，よ
り
有

効
な
膀
胱
洗
浄
器
具
の
清

潔
管
理
を
見
出
す

所
属
施
設
で
平
成
20
年

度
に
膀
胱
全
摘
術
で
代
用

膀
胱
造
設
を
行
い
，
退
院

指
導
を
受
け
同
意
の
7
名
．

膀
胱
洗
浄
器
具
：
医
療
・

衛
生
材
料

細
菌
学
的
検
討
/実
験
的
研

究 1.
器
具
の
消
毒
別
方
法
の
培

養
実
証
検
証

2.
器
具
の
煮
沸
消
毒
に
つ
い

て
の
質
問
紙
調
査

1.
6
検
体
中
煮
沸
消
毒
を
行
っ
た
フ
ァ

イ
コ
ン
カ
テ
ー
テ
ル
の
み
腸
内
細
菌
が

検
出
．水
道
水
の
み
で
洗
浄
し
た
器
具
，

フ
ァ
イコ
ン
カ
テ
ー
テ
ル
か
ら
は
検
出
なし
．

2.
ア
ン
ケ
ート
結
果
か
ら
，器
具
の
煮
沸

消
毒
を
全
員
が
行
っ
て
い
た
．
研
究
結

果
か
ら
，
水
道
水
の
み
で
器
具
の
汚
れ

が
落
ち
る
ま
で
洗
浄
す
る
よ
う
に
指
導
し

て
い
る
．

今
後
も
多
く
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
学
び
実

験
検
証
し
て
い
く
．

㉒
資
料
森
み
ず
え
17
）

千
田
好
子

狩
山
玲
子

（
20
10
）

在
宅
ケ
ア
に
お
け

る
気
管
内
吸
引
カ

テ
ー
テ
ル
管
理
方

法
に
関
す
る
長
期

介
入

北
里
看
護
学

誌 12
（
1）

38
-4
4

気
管
内
吸
引
を
要
す
る
在

宅
療
養
患
者
の
カ
テ
ー
テ

ル
の
浸
透
保
管
方
法
に
つ

い
て
，介
護
者
が
実
践
可
能

な
範
囲
で
浸
透
液
が
汚
染

さ
れ
ず
消
毒
効
果
が
得
ら
れ

る
状
態
で
カ
テ
ー
テ
ル
を
保

管
す
る
方
法
を
検
討
し
た
．

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

利
用
の
介
護
者
3
名
と
患

者
3
名

使
用
し
た
吸
引
カ
テ
ー
テ

ル
洗
浄
液
・
浸
漬
液
：
医

療
・
衛
生
材
料

細
菌
学
的
検
討
/実
験
的
研

究 対
象
に
方
法
を
指
導
・
実
践

し
6
か
月
間
の
経
過
観
察
を

行
い
，そ
の
効
果
を
カ
テ
ー
テ

ル
の
洗
浄
液
と
浸
透
液
を
指

標
と
す
る

①
カ
テ
ー
テ
ル
の
24
時
間
交
換
②
洗

浄
液
と
浸
透
液
の
別
途
作
成
③
12
時

間
毎
の
交
換
，浸
漬
液
の
消
毒
濃
度
の

遵
守
④
エ
タ
ノ
ー
ル
2
枚
使
用
で
の
カ

テ
ー
テ
ル
清
拭
⑤
洗
浄
液
は
30
～

50
m
L
以
上
を
吸
引
⑥
吸
引
前
後
の

手
指
衛
生
を
徹
底
．結
果
，3
例
とも
使

用
後
の
洗
浄
液
・
浸
漬
液
の
生
菌

数
・
菌
種
とも
月
数
の
経
過
とと
も
に
減

少
し
た
．

カ
テ
ー
テ
ル
洗
浄
方
法
や
消
毒
剤
の

選
択
をさ
ら
に
検
討
し
，よ
り
簡
便
な
方

法
へ
と
改
善
す
る
．

㉓
報
告
/

比
較

研
究

小
松
妙
子
38
）

前
田
修
子

滝
内
隆
子

（
20
11
）

訪
問
看
護
師
対
象

の
感
染
管
理
に
関

す
る
在
宅
人
工
呼

吸
器
研
修
会
へ
の

参
加
効
果

日
本
環
境
感

染
学
会
誌

25
（
1）

41
-4
8

全
12
回
か
ら
成
る
「
訪
問

看
護
師
師
を
対
象
とし
た
感

染
管
理
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
第
12
回
目
とし
て
『
在

宅
人
工
呼
吸
器
感
染
管
理

研
修
会
』
を
開
催
し
，学
習

効
果
を
検
証
し
た
．

医
療
機
関
に
併
設
さ
れ
た

2
ヶ
所
の
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
訪
問
看
護
師

15
名

質
問
紙
調
査
/記
述
的
研
究

1.
事
前
質
問
紙
調
査
の
実

施 2.
研
修
会
の
開
催

3.
事
後
質
問
紙
調
査
の
実

施

知
識
・
技
術
34
項
目
の
修
得
度
の
全

体
平
均
は
，事
前
修
得
度
3.
1
点
か
ら

事
後
修
得
度
4.
1
点
に
上
昇
し
た
．項

目
別
修
得
度
は
全
項
目
お
い
て
事
後
に

お
い
て
上
昇
し
た
．
研
修
会
は
効
果
が

あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
．

修
得
度
が
低
か
っ
た
項
目「
在
宅
人
工

呼
吸
療
法
に
関
す
る
知
識
・
技
術
」の

検
討
．対
象
機
関
・
対
象
者
数
を
広
げ

る
こ
と
，
客
観
的
評
価
に
よ
る
修
得
度

評
価
の
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
，
研
修

会
後
も
期
間
を
お
い
て
知
識
・
技
術
の

修
得
度
を
評
価
で
き
る
方
法
を
検
討
す

る
こ
と
で
あ
る
．

表
1　
文
献
一
覧
（
続
き
）
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文
献

番
号
種
類

著
者
　
文
末

文
献
番
号
）

（
発
行
年
）

論
文
題
目

掲
載
紙
 巻

（
号
）
頁

研
究
目
的

研
究
対
象

デ
ー
タ
収
集
/分
類

結
果
・
結
論

課
題

㉔
原
著
前
田
ひ
と
み
39
）

南
塚
貴
美
代

矢
野
久
子

（
20
11
）

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
お
け
る
耐

性
菌
感
染
症
並
び

に
看
護
ケ
ア
の
実

態
と
課
題

日
本
環
境
感

染
学
会
誌

26
（
5）

28
5-
29
2

在
宅
医
療
を
担
っ
て
い
る
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お

け
る
耐
性
菌
感
染
症
対
策

と
看
護
ケ
ア
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
．

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

22
2
事
業
所

質
問
紙
調
査
/記
述
的
研
究
感
染
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い

た
事
業
所
は
97
.3
%
．
訪
問
看
護
開

始
時
に
耐
性
菌
保
有
の
有
無
を
確
認

し
て
い
る
事
業
所
は
53
.2
%
で
，保
菌

者
の
ケ
ア
経
験
に
よ
っ
て
有
意
な
差
が

あ
っ
た
．抗
菌
薬
適
正
使
用
指
導
し
て
い

る
事
業
所
は
41
.0
%
で
あ
っ
た
．

耐
性
菌
に
関
す
る
医
療
施
設
や
介
護

施
設
間
の
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
作
り
，

耐
性
菌
の
拡
大
予
防
に
視
点
を
お
い

た
在
宅
ケ
ア
に
関
す
る
手
順
や
患

者
・
家
族
指
導
の
検
討
が
必
要
で
あ

る
．

㉕
報
告
古
林
千
恵
40
）

矢
野
久
子

尾
上
恵
子

脇
本
寛
子

脇
山
直
樹

畑
　
直
樹

そ
の
他

（
20
12
）

上
部
尿
路
感
染
予

防
の
た
め
の
清
潔

間
欠
自
己
導
尿
の

実
際
と
継
続
指
導
　

チ
ェッ
ク
リ
スト
作
成

日
本
環
境
感

染
学
会
誌

27
（
6）

41
2-
41
8

上
部
尿
路
感
染
予
防
の
た

め
に
1）
C
IC
実
施
中
の
患

者
事
例
を
解
析
し
，C
IC
導

入
時
の
指
導
内
容
項
目
と

課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
，

2）
1）
を
踏
ま
え
，C
IC
導

入
お
よ
び
継
続
指
導
時
の

チ
ェッ
ク
リ
スト
を
作
成
す
る
．

外
来
通
院
中
の
C
IC
を
実

施
し
て
い
る
患
者
10
名

使
用
後
の
カ
テ
ー
テ
ル：
医

療
・
衛
生
材
料

面
接
，直
接
観
察
に
よ
る
C
IC

の
実
施
状
況
，
細
菌
学
的
検

討
/実
験
的
研
究

問
題
点
の
抽
出
を
行
い
継
続
指
導

チ
ェッ
ク
リ
スト
を
作
成
し
た
．
尿
お
よ
び

カ
テ
ー
テ
ル
か
ら
の
細
菌
検
査
で
は
無

症
候
性
細
菌
尿
で
あ
っ
た
．
排
尿
記
録

を
中
心
とし
た
継
続
指
導
が
重
要
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
．

今
後
，
継
続
指
導
チ
ェッ
ク
リ
スト
を
使

用
し
，C
IV
に
対
す
る
看
護
の
質
の
向

上
に
寄
与
し
て
い
く
．

㉖
原
著
西
田
幹
子
41
）

玉
城
久
美
子

内
山
あ
や
な

緒
方
志
保

宮
本
圭
奈
美

西
海
真
理

そ
の
他

（
20
12
）

外
来
に
お
け
る
在

宅
腹
膜
透
析
患
児

の
看
護
介
入
方
法

の
検
討

日
本
小
児
腎

不
全
学
会
雑

誌 32 20
5-
20
7

療
養
上
の
問
題
点
を
発
達

段
階
別
に
比
較
検
討
し
，看

護
介
入
を
実
践
し
た
．

通
院
中
の
腹
膜
透
析

（
PD
）
患
者
17
名

事
例
研
究
（
既
存
デ
ー
タ
）/

記
述
的
研
究

看
護
上
の
問
題
を
ま
と
め
る
と
高
リン
血

症
6
名
，
出
口
部
感
染
5
名
，
移
植

や
H
D
移
行
に
関
す
る
問
題
5
名
と
な

り
，合
併
症
予
防
の
た
め
の
栄
養
管
理
，

PD
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
を
中
心
とし
た
感

染
管
理
，P
D
後
の
腎
代
替
療
法
移
行

に
つ
い
て
の
疾
病
理
解
へ
の
問
題
が

高
頻
度
で
あ
っ
た
．

移
植
を
待
つ
患
児
に
感
染
予
防
を
指

導
し
，自
分
で
で
き
な
い
こ
と
は
親
に
助

け
を
求
め
る
必
要
性
を
話
し
次
第
に
手

洗
い
や
う
が
い
が
習
慣
化
し
て
き
て
い

る
．

㉗
資
料
山
田
正
実
42
）

平
澤
則
子

飯
吉
令
枝

（
20
12
）

A
地
域
に
お
け
る
慢

性
閉
塞
性
肺
疾
患

患
者
の
ヘ
ル
ス
ケ

ア
ニ
ー
ズ
に
関
す
る

予
備
調
査

日
本
在
宅
ケ

ア
学
会
誌

15
（
2）

45
-5
2

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

（
C
O
PD
）
患
者
の
セ
ル
フ

マ
ネ
ジ
メ
ント
や
日
常
生
活

の
実
態
，
健
康
関
連
Q
O
L

か
ら
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る

A
地
域
の
医
療
機
関
で
外

来
治
療
を
継
続
し
て
い
る

C
O
PD
患
者
74
人

質
問
紙
調
査
/記
述
的
研
究
日
常
生
活
の
多
く
が
息
切
れ
に
よ
る
影

響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
．自
己

管
理
で
気
を
つ
け
て
い
る
こ
とと
し
て「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

（
68
.9
%
）」
「
感
染
予
防
（
36
.5
%
）」

等
の
回
答
を
得
た
．

安
定
期
を
維
持
す
る
た
め
の
セ
ル
フ
マ

ネ
ジ
メン
ト
に
関
す
る
情
報
や
，生
活
の

質
を
確
保
す
る
た
め
に
，
対
象
者
の
個

別
性
に
配
慮
し
た
具
体
的
な
情
報
を

提
供
し
て
い
く
．

㉘
研
究
前
田
修
子
43
）

滝
内
隆
子

小
松
妙
子

河
野
由
美
子

久
司
一
葉

（
20
12
）

長
期
間
膀
胱
留
置

カ
テ
ー
テ
ル
管
理
に

お
け
る
訪
問
看
護

師
の
困
難
経
験

日
本
在
宅
ケ

ア
学
会
誌

16
（
1）

68
-7
5

訪
問
看
護
師
向
け
膀
胱
留

置
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
目
指
し
，長

期
間
膀
胱
留
置
カ
テ
ー
テ

ル
管
理
に
お
け
る
訪
問
看

護
師
の
困
難
経
験
を
明
ら

か
に
す
る
．

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

管
理
者
30
名

質
問
紙
調
査
/記
述
的
研
究

（
回
答
欄
に
記
載
が
な
い
部

分
は
聞
取
り
調
査
）

内
容
分
析
の
結
果
，6
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
形
成
さ
れ
た
．【
カ
テ
ー
テ
ル
留
置
に

伴
う
合
併
症
・ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
ア
セ
ス
メ

ント
，
対
応
に
伴
う
困
難
】【
本
人
・
介

護
者
へ
の
指
導
に
伴
う
困
難
】【
カ
テ
ー

テ
ル
関
連
物
品
の
使
用
に
関
す
る
困

難
】【
医
師
と
の
連
携
に
伴
う
困
難
】【
カ

テ
ー
テ
ル
の
挿
入
・
抜
去
手
技
に
伴
う

困
難
】【
医
療
職
以
外
の
在
宅
ケ
ア
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
の
困

難
】

合
併
症
・ト
ラ
ブ
ル
の
ア
セ
ス
メン
ト
と

そ
の
対
応
能
力
等
の
内
容
を
設
け
，研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
とと
も
に
，さ

ら
に
調
査
が
必
要
と
思
わ
れ
た
訪
問

看
護
に
お
け
る
長
期
カ
テ
ー
テ
ル
管
理

の
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
．

表
1　
文
献
一
覧
（
続
き
）
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文
献

番
号
種
類

著
者
　
文
末

文
献
番
号
）

（
発
行
年
）

論
文
題
目

掲
載
紙
 巻

（
号
）
頁

研
究
目
的

研
究
対
象

デ
ー
タ
収
集
/分
類

結
果
・
結
論

課
題

㉙
原
著
石
川
り
み
子
44
）

玉
城
久
美
子

宮
城
裕
子

（
20
13
）

島
し
ょ
に
居
住
す
る

在
宅
酸
素
療
法
患

者
の
在
宅
療
養
に

影
響
す
る
要
因
と

支
援
体
制
の
検
討

日
本
呼
吸
器

ケ
ア
・リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学

会
誌

23
（
1）

10
3-
11
0

島
し
ょ
に
居
住
す
る
在
宅
酸

素
療
法
患
者
の
在
宅
療
養

の
支
援
体
制
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
．

H
O
T
患
者
で
先
行
研
究

の
ア
ン
ケ
ート
調
査
に
協

力
の
得
ら
れ
，本
調
査
の
同

意
が
得
ら
れ
た
8
名

面
接
/記
述
的
研
究

在
宅
療
養
に
影
響
す
る
要
因
を
分
析
し

検
討
し
た
結
果
，
7
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が

抽
出
．
1
つ
に
「
体
験
か
ら
得
た
呼
吸

の
自
己
管
理
法
と
上
気
道
感
染
予
防

行
動
」
が
得
ら
れ
た
．

複
数
の
離
島
の
デ
ー
タ
を
集
積
し
，

島
々
の
地
域
性
や
医
療
機
関
の
関
わ

り
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
．

㉚
原
著
阿
部
亜
矢
子
19
）

（
20
14
）

在
宅
ケ
ア
関
連
感

染
予
防
の
現
状
と

感
染
管
理
認
定
看

護
師

日
本
赤
十
字

秋
田
看
護
大

学
・
短
期
大
学

紀
要

19 9-
16

在
宅
ケ
ア
を
提
供
す
る
訪

問
看
護
事
業
所
の
感
染
予

防
に
関
す
る
現
状
の
調
査
を

も
と
に
，
在
宅
ケ
ア
関
連
感

染
予
防
に
お
け
る
C
N
IC

（
感
染
管
理
認
定
看
護
師
）

の
役
割
の
可
能
性
を
検
討

し
た
．

訪
問
看
護
事
業
所
及
び

感
染
管
理
認
定
看
護
師

（
C
N
IC
）

質
問
紙
調
査
/記
述
的
研
究
68
.1
%
の
訪
問
看
護
事
業
所
が
感
染

症
を
持
つ
利
用
者
の
ケ
ア
をし
て
い
た
．

事
業
所
，C
N
IC
とも
に
連
携
の
必
要
性

（
連
携
が
と
れ
て
い
な
い
）
を
感
じ
て
い

た
．
具
体
的
な
要
望
は
相
談
支
援
，
研

修
実
施
で
一
致
し
て
い
た
．
30
.8
%
の

C
N
IC
は
在
宅
ケ
ア
に
関
す
る
知
識
不

足
を
感
じ
て
い
た
．

情
報
提
供
の
内
容
に
つ
い
て
の
評
価
．

訪
問
看
護
を
利
用
す
る
予
定
の
患
者

の
感
染
状
況
及
び
感
染
予
防
策
に
つ

い
て
，積
極
的
な
情
報
提
供
と
指
導
・

助
言
を
行
う
体
制
の
構
築
を
図
る
．

㉛
原
著
根
城
し
ず
か
45
）

杉
山
美
妃
子

出
町
知
美

井
上
智
佳

母
良
田
郁
子

古
川
照
美

（
20
14
）

在
宅
に
お
け
る
経

管
栄
養
に
使
用
す

る
シ
リ
ン
ジ
の
洗

浄
・
管
理
方
法

保
健
科
学
研

究 4 11
-1
6

退
院
後
の
経
管
栄
養
の
手

順
や
必
要
物
品
の
洗
浄
・

管
理
方
法
に
つ
い
て
の
指

導
を
行
う
に
あ
た
り
，在
宅
で

安
全
・
安
価
で
際
も
効
果
的

な
洗
浄
・
管
理
方
法
に
つ
い

て
検
討
す
る
た
め
，特
に
シ
リ

ン
ジ
の
洗
浄
・
管
理
方
法
と

細
菌
汚
染
の
状
況
の
関
連

を
明
ら
か
に
す
る
．

簡
易
懸
濁
法
に
よ
る
抗
菌

剤
，抗
生
剤
で
は
な
い
内
服

薬
投
与
に
使
用
し
た
シ
リン

ジ
：
医
療
・
衛
生
材
料

細
菌
学
的
検
討
/実
験
的
研

究 1.
中
性
洗
剤
洗
浄
法

2.
次
亜
塩
素
酸
ナト
リ
ウ
ム
に

よ
る
消
毒
剤
法

3.
乾
燥
法

1.
1日
目
か
ら
，毎
日
数
種
類
の
菌
が
検

出
．

2.
消
毒
剤
法
で
の
シ
リン
ジ
か
ら
飲
み
，

菌
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
．

3.
7
日
目
の
み
緑
膿
菌
と
腸
内
細
菌
叢

が
検
出
．

シ
リ
ン
ジ
の
劣
化
や
耐
久
性
に
関
し
て

な
ど
，
在
宅
環
境
下
に
お
け
る
総
合
的

な
安
全
性
に
つ
い
て
検
証
す
る
．洗
浄

周
辺
の
環
境
，担
う
人
の
手
指
の
清
潔

状
況
や
汚
染
と
の
関
連
に
つ
い
て
等

を
検
証
し
て
い
く
．

32
原
著
/

症
例

報
告

大
橋
晃
太
46
）

上
笹
宙

鈴
木
崇
弘

木
之
本
景
子

村
上
義
彦

伊
藤
寿
朗

そ
の
他

（
20
14
）

病
診
連
携
・
医
福

連
携
に
よ
っ
て
病

状
進
行
か
ら
看
取
り

ま
で
を
在
宅
医
療
で

サ
ポ
ート
し
た
孤
発

性
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル

ト
・
ヤ
コ
ブ
病
の
1

例

癌
と
化
学
療

法 41
（
I）

78
-8
1

在
宅
医
・
訪
問
看
護
師
が

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
とり
，
病
診

連
携
お
よ
び
医
福
連
携
に

よ
り
在
宅
看
取
り
ま
で
を
完

遂
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ

た
．

孤
発
性
C
JD
患
者
1
例
事
例
研
究
（
既
存
デ
ー
タ
）/

記
述
的
研
究

C
JD
感
染
予
防
ガ
イド
ラ
イ
ン
お
よ
び

基
幹
病
院
か
ら
の
情
報
提
供
を
得
て
，

褥
瘡
処
置
，排
泄
物
の
処
理
，手
指
の

洗
浄
，眼
の
保
護
，手
袋
・
ガ
ー
ゼ
な
ど

の
焼
却
処
分
を
検
討
．排
泄
物
，リ
ネ
ン

類
な
ど
の
感
染
制
御
に
つ
い
て
の
対
応

を
行
っ
た
．

C
JD
患
者
の
在
宅
移
行
の
経
験
を
積

み
重
ね
る
こ
と
に
加
え
，
在
宅
療
養
で

の
細
か
な
診
療
指
針
が
示
さ
れ
る
こ
と

が
在
宅
移
行
の
障
壁
を
取
り
除
くた
め

に
必
要
で
あ
り
，
今
後
の
対
応
が
待
た

れ
る
．

33
原
著
金
沢
美
弥
子
47
）

沖
田
登
美
子

高
﨑
多
恵
子

福
原
香
奈
子

岩
永
房
子

片
山
清
美

（
20
14
）

看
護
師
に
お
け
る

認
定
看
護
師
の
認

知
と
利
用
状
況
の

経
年
的
変
化

第
44
回
　
日

本
看
護
学
会

論
文
集
　
看

護
管
理

20
14
年

30
5-
30
8

看
護
師
の
C
N（
認
定
看
護

師
）
の
認
知
や
活
用
状
況

等
を
経
年
変
化
を
分
析
し
，

看
護
師
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

C
N
の
活
動
へ
の
資
料
と
す

る
．

A
病
院
看
護
師

C
N（
感
染
管
理
，W
O
C
,

が
ん
化
学
療
法
，
訪
問
看

護
等
）

質
問
紙
調
査
/記
述
的
研
究
「
感
染
症
対
応
」等
で
利
用
し
て
い
る
の

は
感
染
管
理
，「
退
院
調
整
」
や
「
在

宅
ケ
ア
」
で
利
用
し
て
い
る
の
は
訪
問

看
護
の
C
N
で
認
知
率
が
高
か
っ
た
．

看
護
師
が
求
め
る
C
N
活
動
は
，感
染

管
理
で
は
患
者
や
症
例
等
個
別
の
看

護
実
践
の
関
わ
り
，
訪
問
看
護
で
は
退

院
調
整
等
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
活
用

で
あ
っ
た
．

細
や
か
な
相
談
体
制
や
C
N
の
理
解

を
促
進
で
き
る
情
報
の
発
信
と
浸
透
は

今
後
の
課
題
で
あ
る
．

表
1　
文
献
一
覧
（
続
き
）
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表 2　掲載年次・掲載数
n＝33

項目 件数 %

掲載年次 2007 年 3  9.1
2008 年 5 15.2
2009 年 8 24.2
2010 年 6 18.2
2011 年 2  6.1
2012 年 4 12.1
2013 年 1  3.0
2014 年 4 12.1

表 3　研究対象
n＝33

項目 件数 %

研究対象 療養者 13 27.7
医療・衛生材料  8 17.0
訪問看護師  7 14.9
家族（介護者）  7 14.9
訪問看護管理者  4  8.5
訪問看護ステーション・事業所  2  4.3
在宅環境（生活物品）  2  4.3
介護関係事業所・従事者  1  2.1
感染管理認定看護師  1  2.1
病院に従事する看護師  1  2.1
その他  1  2.1

注　データは重複回答

表 4　データ収集方法
n＝33

項目 件数 %

データ収集 質問紙調査によるデータ収集 17 48.6
細菌学的検討によるデータ収集  8 22.9
観察によるデータ収集  1  2.9
面接によるデータ収集  5 14.3
既存データによるデータ収集  4 11.4

注　データは重複回答

表 5　研究分類
n＝33

項目 件数 %

研究分類 観察研究 25 75.8
実験研究  8 24.2

護者）」がともに 7件（14.9%）であった．なお，研究対
象が複数の種類を対象に実施している文献があるため重
複集計とした．
4．データ収集方法（表 4参照）
「質問紙調査によるデータ収集」が最も多く 17件
（48.6％），次いで「細菌学的検討によるデータ収集」が
8件（22.9％），「観察によるデータ収集」が 1件（2.9％），
「面接によるデータ収集」が 5件（14.3％）であった．な
お，データ収集方法が複数の方法をとっている文献があ
るため重複集計とした．
5．研究分類（表 5参照）
「観察研究」が 25件（75.8％），「実験的研究」が 8件
（24.2％）であった．
6．研究内容（表 6参照）
表 6の各項目の抽出文献を，文献一覧（表 1）の文献
番号で示している．
1）研究内容の大項目
大項目を 7つに分類した．「感染管理の基礎的技術」と

「医療処置における感染管理」が最も多くそれぞれ 20件，
次いで「組織的に行う感染管理」18件，「連携・調整」13
件，「感染症別感染管理」10件，「感染管理の基礎的知

識」5件，「在宅療養における感染管理」1件であった．
以下に，大項目の上位 3項目の中・小項目の結果をま
とめた．
（1）感染管理の基礎的技術
大項目で多かった「感染管理の基礎的技術」は，中項
目「手指衛生」6件，「消毒・洗浄」5件，「感染防護用
具の取り扱い」4件，「医療・衛生材料の入手・保管・
廃棄」2件，「うがい」「口腔ケア」「在宅における消毒・
滅菌方法」各 1件で構成されていた．中項目で最も多かっ
た「手指衛生」は，小項目「手指衛生の有無と方法」4
件，「タイミングの認知」，「介護者の手洗いの徹底」各
1件で構成されていた．
（2）医療処置における感染管理
大項目で多かった「医療処置における感染管理」は，
中項目「気管内吸引」9件，「人工呼吸器管理」「膀胱留
置カテーテル挿入・管理」「経管栄養」各 2件，「間欠的
導尿」「酸素吸入」「血液透析管理」「CAPDの管理」
「長期気管カニューラ挿入」各 1件から構成されていた．
中項目で最も多かった「気管内吸引」は，小項目「使用
済みカテーテル・洗浄水の汚染状況」「吸引前の手指衛
生の有無と方法」各 2件，「実施方法」「気管内吸引カテー
テルの管理方法・交換・汚染状況」「カテーテル管理方
法の介護者への介入」「カテーテルの浸透液の汚染状況」
「手袋の着用」各 1件から構成されていた．
（3）組織的に行う感染管理
大項目の 3つ目に多かった「組織的に行う感染管理」
は，中項目「スタッフ教育」10件，「マニュアル」6件，
「スタッフの健康管理」2件から構成されていた．中項
目で最も多かった「スタッフ教育」は，小項目「スタッ
フ研修会の開催・参加状況・学習効果」5件，「スタッ
フ研修会の有無」4件，「評価」1件から構成されていた．
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表 6　研究内容

大項目 中項目 小項目 文献番号
感染管理の基礎的技術（20） 手指衛生（6） 手指衛生の有無と方法（4），タイミングの認知（1） ⑥⑩⑰㉒

介護者の手洗いの徹底（1） ④
消毒・洗浄（5） 気管内吸引カテーテルの洗浄・消毒方法の実態（3） ⑨⑱㉒

経管栄養に使用するシリンジの消毒・洗浄効果（1） ㉛
膀胱洗浄器具の消毒・洗浄方法の実態・効果（1） ㉑

感染防護用具の取り扱い（4） 使用の有無（2），吸引時の手袋の着用（1），実態（1） ④⑨⑩㉒
医療・衛生材料の入手・保管・廃棄
（2）

気管内吸引カテーテルの交換の目安・Yガーゼの取り扱い
（1），経管栄養に使用するシリンジの管理（1）

⑱
㉛

うがい（1） 介護者のうがいの徹底（1） ④
口腔ケア（1） 実施方法・実態・歯垢の汚染状況（1） ⑨
在宅における消毒・滅菌方法（1） 入浴介助での使用物品の消毒方法の実態（1） ⑩

医療処置における感染管理
（20）

気管内吸引（9） 使用済みカテーテル・洗浄水の汚染状況（2） ⑯⑰
吸引前の手指衛生の有無と方法（2），実施方法（1） ④⑨
気管内吸引カテーテルの管理方法・交換．汚染状況（1） ㉒
カテーテル管理方法の介護者への介入（1） ㉒
カテーテルの浸透液の汚染状況（1），手袋の着用（1） ⑨㉒

人工呼吸器管理（2） 人工呼吸器回路の汚染状況（1） ⑯
人工呼吸器感染管理研修会を開催・学習効果（1） ㉓

膀胱留置カテーテル挿入・管理（2）長期留置者のカテーテル管理・経験した困難内容（1） ㉘
研修会の開催・学習効果（1） ⑫

経管栄養（2） シリンジの汚染状況・実施方法（1） ④
経管栄養セットの汚染状況・実施方法（1） ③

間欠的導尿（1） 実施方法・尿・使用後のカテーテル汚染状況（1） ㉕
酸素吸入（1） 在宅酸素療法患者の在宅療養に影響する要因（1） ㉙
血液透析管理（1） 透析装置や物品の管理・血管穿刺手技（1） ⑮
CAPDの管理（1） 療養者への指導・効果（1） ㉖
長期気管カニューラ挿入（1） 介護者が長期間呼吸器感染を予防できた要因（1） ④

組織的に行う感染管理（18） スタッフ教育（10） スタッフ研修会の開催・参加状況・学習効果（5） ①⑦⑧⑩⑪⑫
スタッフ研修会の有無（4），評価（1） ⑲㉓㉚

マニュアル（6） マニュアルの有無（4），記載項目（1），評価（1） ②⑦⑩⑲㉔㉚
スタッフの健康管理（2） 予防接種の推奨・定期健康診断の実施の有無（2） ⑦⑩

連携・調整（13） 感染管理に関する在宅療養者・
家族への指導（8）

看護師からの指導（手指衛生・手袋・マスク着用）有無（2） ⑦㉒
呼吸器感染予防の実施（2） ⑳㉗
療養者への指導効果（1），訪問看護師のケア経験の ⑳㉔
有無（1），感染管理認定看護師の意識（1） ㉚
看護師が求める訪問看護認定看護師の活動（1） 33

各種居宅サービス業者との感染管
理に関する連携・指導（5）

感染症や看護ケアに関する相談先の有無（2） ㉔㉚
利用施設間での保菌情報の共有（1） ㉔
感染症の診断を受けた利用者の有無（1） ⑦
訪問看護事業所と感染管理認定看護師の連携（1） ㉚

感染症別感染管理（10） 感染症（9） 感染症の有無の確認（5） ⑦⑩⑲㉔㉚
クロイツフェルト・ヤコブ病の在宅療養管理（1） 32
MDRP保菌療養者の感染防止対策・マニュアルの ⑭
作成（1），保菌者の看護ケア時の注意点（1） ㉔
在宅ケアの感染管理に関する文献検討（1） ⑤

インフルエンザ（1） 介護者・療養者のインフルエンザワクチン接種状況と未接種
理由（1）

⑥

感染管理の基礎的知識（5） スタンダードプリコーションズに関する
知識（2）

「基礎的知識」に関する研修会を開催（1） ⑬
研修会の効果（1） ⑬

感染源・感染経路に関する知識（1）研修会の効果（1） ⑬
感染症の治療に関する知識（1） 研修会の効果（1） ⑬
感染症法に関する知識（1） 研修会の効果（1） ⑬

在宅環境における感染管理（1）在宅環境の汚染状況（1） 透析部屋の汚染（1） ⑮
（　）内は文献の件数を示す．データは重複回答．
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考 察
1．掲載年次・掲載数について
2007年に医療関連感染という用語が使用されるよう

になった背景には，高齢者などの免疫低下者の増加，侵
襲的医療の発達，在宅医療や長期ケア施設での感染管理
の重要性が増したことがあり，2007～2010年にかけて
の掲載数の増加に影響していると考えられる．峯川１３）は
訪問看護ステーションにおける感染予防対策の全国調査
を行ない，感染対策マニュアルの整備状況や手指衛生指
導状況等を報告している．これは，2007年の医療法の
改正に伴い，医療施設の感染対策に関する指針やマニュ
アル作成の手引きが発行されているが，在宅領域につい
ては記されていない１４）ことが，在宅の感染管理に係る看
護者，研究者らの掲載数が増加した可能性がある．
一方，2011年以降の論文件数が横ばい～減少であっ
た背景には，訪問看護ステーション数の推移が 2000年
から 2007年にかけてほぼ横ばいであったことがあり，日
本看護協会が 2011（平成 23）年に，訪問看護の伸び悩
み要因として，高い離職率，処遇の悪さ，新人看護職員
教育・育成する体制の不足等を指摘していることから１５），
在宅の感染管理に係る看護者，研究者らの研究が進まな
かった可能性がある．
2．研究対象について
前田・滝内・小松１２）の在宅ケアの感染管理に関する研
究対象は，「療養者」「医療・衛生材料」「在宅ケア従事
者」「家族」が多かった．本研究は「療養者」，「医療・
衛生材料」「訪問看護師」「家族（介護者）」の順であり，
研究対象は同じ傾向であった．このなかで「医療・衛生
材料」を対象にしているものが多かったのは，在宅にお
いては医療機関と異なりシステム化していないため注目
されていると考える．また，前田らの１２）「在宅ケア従事
者」に対して，本研究の対象は看護者に焦点をあててい
るために「訪問看護師」となっている点が異なっていた．
3．データ収集方法について
本研究では「質問紙調査」によるデータ収集が 48.6%

を占め，次いで「細菌学的検討」によるデータ収集が
22.9%であった．一方，前田ら１２）の研究では「細菌学的
検討」によるデータ収集が 52.2%で最も多いデータ収集
方法であった．この結果は，看護職のみならず，保健・
医療・福祉関係職を対象にした研究であり，前田ら１２）が
指摘しているように医学系研究者等実験技術をもった研
究者が在宅ケアの感染管理に関する研究に着手し始めて
いる背景がある．しかし，本研究の対象は看護者に焦点
をあてているために「細菌学的検討」は多くなかったと
考える．その理由として，小椋・奥住・矢野８）が，病棟
で勤務する看護師に対して微生物学の基礎となるグラム
染色についてのアンケート調査を行ったところ知識不足
が露呈され，現在の看護師には明らかに微生物学の知識

が欠落していることを指摘していることから，「細菌学
的検討」によるデータ収集ができる機関が多くない等「細
菌学的検討」を行うことが難しいと考える．また，在宅
での感染管理は場所が自宅であり，家族が主な実施者で
あることと，看護の対象が人であることから，看護分野
において「細菌学的検討」の研究は多くないと考える．
以上のことより，これまでの在宅の感染管理に関する
データ収集方法として，実態調査を記述する段階の文献
が多く，「分析的研究」が少ない傾向にあり，研究課題
であると考える．
4．研究内容について
1）研究内容の大項目
研究内容は感染管理全般に関することが取り上げられ
ていた．
（1）感染管理の基礎的技術
大項目で最も多かった「感染管理の基礎的技術」では，
中項目「手指衛生」が多く占めていた．手指衛生は，HAI
を予防するための最も基本的かつ重要な対策として，世
界保健機構（WHO）や CDCにおいて強く推奨されて
いる１６）．今回の調査結果から，手指衛生の実施状況の確
認だけでなく，医療施設での指導状況や未実施理由を把
握し，効果的な指導方法の検討を行うことが課題である
と考える．また，在宅ケア提供者である訪問看護師が手
指衛生ガイドラインについての知識を修得できる機会が
必要である．そして，在宅ケア対象者である療養者，家
族への指導，看護職以外の関連する職種等への教育・普
及も課題である．
（2）医療処置における感染管理
大項目で同数に多かった「医療処置における感染管理」
のなかで，「気管内吸引」が多く占めていたのは，筋神
経系疾患（難病）患者を対象とする訪問看護分野から，
次第に他の訪問看護分野にも研究が及び，感染予防に対
する研究が始まったとされる変遷があり１１），前田ら１２）の
研究に続き，本研究において研究内容として抽出されて
いたと考える．そして小項目が，使用済カテーテル・洗
浄水の汚染状況，気管内吸引カテーテルの管理，介護者
への指導方法や介入方法等であり「細菌学的な視点」か
らの構成となっていたことから，在宅における感染管理
の実施方法の確立に向けた検討を行っていることが推測
された．先行研究の中には，今後はカテーテルの洗浄や
消毒剤の選択等，より簡便な方法へと改善していくこ
と１７），調査対象を増やし，調査結果を蓄積していくこと１８）

を課題として指摘するものもある．そのためには，医療
施設と連携していくことが求められる．
具体的な方策として，感染に専門的に対応する CNIC

が，訪問看護師との連携・調整を行っていくことが課題
であると考える．阿部１９）の質問紙による調査によると，
訪問看護事業所は CNICとの連携を 72.2%が要望してお
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り，具体的には相談支援，研修実施等であった．また，
CNICの 90%以上が訪問看護事業所との連携・介入の
必要性を感じていた．しかし，現状では，訪問看護事業
所は CNICとの間には業務調整の困難さや，交流がない
等の理由から，十分な連携が取れているとは言い難いと
指摘している．今後は互いに協同し，看護活動を実践し
ていくことが課題であると考える．さらには，看護職の
みならず，関連する職種間の組織的な情報の連携も課題
であると考える．
（3）組織的に行う感染管理
大項目の 3つ目に多かった「組織的に行う感染管理」
は，「スタッフ教育」「マニュアル」が多く取り上げられ
ていた．「スタッフ教育」はスタッフ研修会の開催，参
加状況，学習効果等が取り上げられ，修得状況が低い項
目，修得度の評価方法を検討することが課題であると考
えられた．先行研究の中には，訪問看護場面での実施状
況の観察などの客観的評価を取り入れること２０）を課題と
して指摘するものもある．「マニュアル」について，五
十嵐２１）は多くの訪問看護ステーションで感染管理マニュ
アルが整備されていたことを報告している．阿部１９）もほ
とんどの訪問看護事業所でマニュアルを整備しているこ
と，しかし，そのうちの半数近くが実践に活かされてい
ないと感じていることや多くが改定したいと感じている
ことを報告している．このことから，今後は，活用状況
や実際の取り組みについて確認していくことが課題であ
ると考える．

結 論
1．在宅領域での感染管理に関する看護系国内文献は，
2007年～2010年にかけて増加傾向であった．2011年～
2014年は，2007年と比較して横ばいもしくは減少して
いた．
2．研究対象は在宅ケア対象者である「療養者」が
27.7％を占めていた．
3．データ収集方法は「質問紙調査」による実態調査
の研究が 48.6％を占めていた．
4．研究分類は「観察研究」が 75.8％を占めていた．
5．研究内容は感染管理全般に関することが取り上げ
られていた．これらの研究内容の蓄積と共に，対象者数
を増やしていくことが今後の課題である．
6．「感染管理の基礎的技術」に関する今後の課題は以
下である．
1）手指衛生の実施状況の確認だけでなく，医療施設

での指導状況や未実施理由を把握し，効果的な指導方法
の検討を行うことが課題である．
2）在宅ケア提供者である訪問看護師が手指衛生ガイ
ドラインについての知識を修得できる機会が必要である．
3）在宅ケア対象者である療養者，家族への指導，看

護職以外の関連する職種等への教育・普及が課題である．
7．「医療処置における感染管理」に関する今後の課題
は以下である．
1）医療施設と連携していくことが課題である．
2）感染に専門的に対応する CNICが，訪問看護師と

の連携・調整を行っていくこと，今後は互いに協同し看
護活動を実践していくことが課題である．
3）看護職のみならず，関連する職種間の組織的な情
報の連携が課題である．
8．「組織的に行う感染管理」に関する今後の課題は以
下である．
1）スタッフ教育は，修得状況が低い項目，修得度の
評価方法を検討することが課題である．
2）マニュアルについて，今後は活用状況や実際の取
り組みについて確認していくことが課題である．

なお，本研究の要旨は第 32回日本環境感染学会総会において
発表を行った．

利益相反自己申告：申告すべきものなし．
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Abstract
The 2007 CDC guidelines changed the term “nosocomial infection” to “healthcare associated in-
fection,” recognizing the increased importance of infection control at home and in care facilities.
Also, in the medical law revised in the same year, although a nosocomial infection management
structure was implemented, adoption was not carried out in homes. Therefore, in this research,
we examined the trend of research on home infection control in nursing domestic literature and
decided on future topics. Between 2007 and 2014, using the Medicine Central Journal and CiNii,
keyword searches for “home” and “infection management,” “infection prevention,” “infection con-
trol,” and “infection measures.” Word combinations were performed, along with a theme search
in the thesaurus using “at home” and “infection control” word combinations. From the extracted
literature, 33 papers, excluding reviews and commentaries, conference proceedings were se-
lected with consideration of the publication year, the number of publications, research subjects,
data collection methods, and research contents. The number of papers was one to eight per year,
with eight in 2009 (24.2%) being the highest, and the research subjects were 27.7% “home care
patients.” The data collection method was 48.6% “questionnaire survey,” and 75.8% “observational
study.” The research topics are “fundamental techniques of infection control,” “medical treatment
infection control,” and “Organizational infection control.” In the future, it will be necessary to in-
crease this research and the number of topics.

Key words: home, infection control, review of literature


